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研究内容 :植物エス トロゲン (genistein)の血中レベル
動態の生理活性












































受入期間 :2003年4月 1日～2006年3月31日 (中断期










































































受入期間 :2005年4月 1日～2006年3月 15日
5.研究集会
所内談話会





















第6回 :2006年 1月27日 (金)
遠藤秀紀 (京都大学霊長類研究所)
｢遺体科学の提唱｣







































































































seasonalfood preference and energy intake of
provisionedJapanesemacaques(Macacabsca(a)ina
naturalyvegetatedenclosureandtwonon･vegetated
enclosures.｣
村井勅裕 /Tadal1iroMURAI(共同利用研究員 ･北海道大
学)
｢寝床の分布分析からみたテングザルのバンド構造/
Bandstructureofproboscismonkey,analyzedfromthe
distributionofsleeplngSitesJ
霊長類学総合ゼミナールは,霊長類研究所ティーチ
ング･アシスタント (TA)を中心とした大学院生が企
画,運営する研究会である.各分野でおこなわれるセミ
ナーとは違い,所内全分野の教官･研究員 ･院生が一堂
に集い,分野を越えた学術的交流を深めることを目的と
する.今年度は,博士後期課程 2,3年の院生が口頭発
表にて,博士後期課程 1年と修士課程 1年の院生がポス
ター発表にて各人の研究を発表した.口頭発表について
は,｢方法論｣というテーマを設けた.また,今年度の
新たな試みとして,各口頭発表に対してヲメンテ一夕を
設けた.これにより,研究内容に対する討論が活性化し,
異なる専門分野-の知見を高める意義深い機会となっ
た.
(TA:郷もえ,鈴木究理子,山本其也,
文ff:半田高史)
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